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1 経過 ・地区医師会や府看護協会が開催していた『在宅医療』に関する会議を区役所に事務局を移管して実施している

・平成27年よりも前に区長が開催の指示を出して開催している

・新しく設置して開催している

・区の「認知症に関するネットワーク会議」の中で開催している

2 区長・副区長の参加 区長出席（　４　区）　副区長出席（　１０　区）　　　　　　平成28年度上半期状況調査より

3 認知症施策推進会議との関係 ・別紙１　参照

4 会議の主な内容 ・研修や啓発をどうするのかを考えていく会議となっているところが多い

・地域の在宅医療・介護の現状から連携の課題を抽出し、対応策を検討していくまでは至っていない区が多い

5 会議の形態 ・別紙２　参照

・1層（推進会議として）の形態の区が多い

・2層（各委員の会長クラスの集まる会議（親会議）と実務者の会議やワーキングの設置）の形態

　をとっている区もある

6 課題 ・区役所実務者のマネジメント力（事務局としての進め方や形態など）の向上

・区役所実務者、委員の意識の醸成（区の推進会議は設置されて1～2年）

7 今後の方向性・対応策 ・区役所実務者、関係機関への研修

・区役所実務者向けの事業実施マニュアル作成
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